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E
・
バ
ー
ク
と
ド
イ
ツ
・
　
ロ
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ン
主
義
の
政
治
思
想
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一
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バ
ー
ク
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思
想
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質

二
、
パ
！
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と
ド
イ
ッ

三
、
バ
ー
ク
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ミ
ュ
ラ
ー

四
、
バ
ー
ク
の
思
想
の
ロ
ー
マ
ン
化

一
、
パ
ー
ク
の
政
治
思
想
の
特
質

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
政
治
的
保
守
主
義
の
創
始
者
と
構
せ
ら
れ
る
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
（
窪
目
巨
α
切
ξ
ざ
）
　
の
政
治
思
想
と
、

ド
イ
ッ
の
政
治
的
ロ
ー
マ
ン
主
義
と
の
思
想
的
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ッ
の
思
想
界
は
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
を
め
ぐ
る
思
想
的
な
い
し
は
政
治
的
状
況
に
つ
い
て
、
革
命
に
関
す
る
種
々
さ
ま
ざ
ま
な
報
道
か
ら
直
接
に
う
け
た
影
響
以
上
に
、
パ

ー
ク
の
著
作
を
媒
介
し
て
受
容
し
た
思
想
的
、
知
的
印
象
が
頗
る
大
で
あ
つ
た
と
い
え
る
。
こ
の
問
の
事
情
に
関
す
る
研
究
は
、
グ
！
チ
の
「
ド

イ
ッ
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
　
（
O
・
悼
0
8
。
ダ
の
R
目
帥
身
”
民
昏
。
零
窪
9
幻
。
ぎ
一
葺
一
8
）
、
シ
ュ
テ
ル
ン
の
「
ド
イ
ッ
精
神
生
活
に
及
ぼ
し
た
フ

　
　
　
E
・
パ
ー
ク
と
ド
イ
ツ
・
冒
ー
マ
ン
主
義
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
（
二
〇
七
）



　
　
　
E
．
バ
ー
ク
と
ド
イ
ッ
・
ロ
ー
マ
ン
主
義
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
二
〇
八
）

ラ
ン
ス
革
命
の
影
響
」
（
≧
坤
＆
望
Φ
旨
・
U
霞
田
民
冨
ω
山
魯
孚
き
N
α
盤
魯
窪
寄
ぎ
一
昌
8
窪
断
α
器
牙
暮
9
富
O
Φ
搾
亀
魯
Φ
ロ
）
、
並
び
に
ブ

ラ
ゥ
ネ
の
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
」
（
男
江
＆
餌
ω
益
¢
昌
9
国
α
ヨ
琶
q
切
弩
犀
Φ
言
U
窪
富
巨
き
曾
国
o
嬉
①
ぎ
o
お
零
》
ぴ
ゴ
§
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

一
§
閃
窪
田
津
㎝
。
・
）
な
ど
の
古
典
的
著
述
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
一
七
九
〇
年
十
一
月
に
公
刊
さ
れ
た
バ
！
ク
の
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
革
命
の
考
察
」
（
以
下
考
察
と
称
す
）
は
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
思

想
的
背
景
と
、
そ
の
宣
8
玄
巳
N
①
す
る
革
命
の
政
治
的
傾
向
へ
の
徹
底
的
な
批
判
と
攻
撃
の
書
で
は
あ
つ
た
が
、
バ
ー
ク
の
よ
つ
て
立
つ
価
値
基

準
は
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
構
造
を
底
礎
づ
け
て
い
る
名
誉
革
命
の
精
神
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
バ
ー
ク

に
あ
つ
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
そ
の
思
想
を
批
判
し
つ
つ
も
、
つ
ね
に
自
国
の
問
題
が
そ
の
意
識
の
う
ち
に
あ
つ
た
の
で
あ
り
、
名
誉
革
命
の

精
神
に
背
反
し
、
こ
の
精
神
的
伝
統
と
そ
れ
に
依
拠
す
る
政
治
構
造
が
破
壊
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
是
認
し
え
ざ
る
も
の
で
あ
つ
た

　
　
　
（
2
）

の
で
あ
る
。
こ
の
バ
ー
ク
の
反
革
命
の
政
治
思
想
は
、
ヘ
エ
！
ズ
（
ト
鼻
評
器
9
↓
冨
田
馨
簿
一
8
一
国
ぎ
ぎ
一
8
9
累
。
号
旨
乞
蝕
。
葛
富
妻
）

の
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
ジ
ャ
コ
バ
ン
国
民
主
義
（
冒
8
び
貯
2
緯
一
8
巴
一
¢
ヨ
）
に
対
す
る
伝
統
的
国
民
主
義
（
浮
毘
獣
8
巴
2
＆
o
墨
房
ヨ
）

と
稻
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
、
も
し
バ
ー
ク
の
「
考
察
」
が
現
状
維
持
と
未
来
に
対
す
る
保
守
的
な
予
測
に
の
み
限
ら
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
起
つ
た
政
治
的
・
社

会
的
運
動
の
告
発
の
み
を
扱
つ
て
い
た
な
ら
ば
、
当
時
の
ヨ
ー
・
ッ
バ
の
思
想
界
に
反
革
命
の
潮
流
を
形
成
す
る
だ
け
の
影
響
力
を
も
つ
こ
と
は

で
き
な
か
つ
た
に
相
違
な
い
。
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
そ
の
論
説
「
政
治
理
論
と
ロ
ー
マ
ン
主
義
」
（
9
二
ω
魯
菖
F
零
一
三
零
ゲ
。
日
ぼ
。
鉱
Φ
9
α

ぎ
ヨ
鋤
導
ε
に
お
い
て
、
バ
ー
ク
の
「
考
察
」
と
、
ボ
ナ
ー
ル
（
7
ρ
》
団
8
巴
傷
）
の
「
権
力
論
」
お
よ
び
、
ド
ゥ
・
メ
ー
ス
ト
ル
（
い
留

置
巴
ω
貫
。
）
の
「
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
考
察
」
の
三
つ
の
著
作
を
と
り
あ
げ
、
「
わ
れ
わ
れ
が
、
こ
れ
ら
の
著
述
を
読
ん
で
み
て
興
味
を
抱
く
所

以
は
、
そ
れ
ら
が
、
そ
の
場
限
り
の
論
争
で
は
な
く
、
賎
民
政
治
が
も
た
ら
す
残
虐
行
為
や
ジ
ャ
コ
バ
ン
的
言
い
草
に
対
す
る
告
発
で
も
な
く
し

て
、
原
理
的
な
反
革
命
の
論
拠
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ゐ
。
そ
れ
は
、
ど
の
著
書
を
と
つ
て
み
て
も
、
法
と
国
家
と
は
個
々
の
人
々
の
計
画



的
な
行
為
か
ら
生
れ
る
事
象
で
あ
る
と
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
の
考
え
方
健
社
会
契
約
説
の
考
え
方
”
を
拒
否
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
σ
…

国
家
や
社
会
は
、
空
理
空
論
に
の
つ
と
つ
た
作
為
に
よ
つ
て
た
だ
ち
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
長
時
間
を
か
け
て
出
来
あ
が
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
形
成
に
参
與
し
た
個
々
の
人
々
は
、
形
成
過
程
に
あ
る
国
家
や
社
会
を
概
観
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
将
来
を
予
測
し
た
り
す
る
こ
と
は
不

可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
バ
ー
ク
は
、
し
ば
し
ば
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆
使
し
感
情
の
こ
も
つ
た
一
般
的
な
表
現
を
用
い
て
、
国
民
共
同
体
が
幾
世
代
に
わ

た
つ
て
成
長
し
た
と
い
う
こ
と
を
人
一
倍
強
調
し
て
い
る
。
」
と
い
い
、
続
け
て
、
「
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
す
べ
て
み
な
形
而
上
学
者
や
哲
学
者
、

と
り
わ
け
ル
ソ
ー
を
徹
底
的
に
否
定
し
な
が
ら
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
意
見
が
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
こ
と
と
は
、
合
理
主
義
的
な
格

率
を
楯
に
と
つ
た
個
人
の
活
動
は
な
に
も
の
を
も
創
造
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
う
い
つ
た
個
人
の
活
動
は
、
事
物
の
自
然
の
な
り
ゆ
き
を
停

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

滞
さ
せ
、
破
壊
す
る
だ
け
で
あ
つ
て
、
永
続
す
る
も
の
な
ど
な
に
一
つ
生
み
だ
し
得
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

バ
ー
ク
の
「
考
察
」
が
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
思
想
界
に
受
容
さ
れ
、
反
革
命
思
想
の
価
値
基
準
と
な
つ
た
の
は
、
ま
さ
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
指

摘
の
よ
う
に
、
革
命
に
関
す
る
政
治
的
、
哲
学
的
理
論
に
対
し
て
、
　
「
原
理
的
な
反
革
命
の
論
拠
そ
の
も
の
」
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
バ
ー
ク
が
保
持
し
よ
う
と
し
た
「
自
由
」
と
は
、
長
期
間
に
わ
た
つ
て
文
明
社
会
が
そ
の
社
会
的
伝
統
の
う
ち
に
育
成
し
て
き
た
「
人
間
ら

し
い
、
道
徳
的
な
、
規
律
あ
る
自
由
」
な
の
で
あ
り
、
革
命
を
謳
歌
す
る
民
主
主
義
者
た
ち
に
よ
つ
て
提
唱
さ
れ
た
、
抽
象
的
、
形
而
上
学
的
、

超
歴
史
的
な
「
自
由
」
と
か
、
具
体
性
を
欠
如
し
た
「
人
権
思
想
」
な
ど
で
は
な
か
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
　
「
人
間
は
、
自
分
自
身
の
欲
望
に
道
徳

的
抑
制
を
お
こ
う
と
す
る
傾
向
に
正
比
例
し
て
、
市
民
的
自
由
を
享
受
す
る
資
格
を
も
つ
」
と
パ
ー
ク
の
い
う
と
き
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
具
体

性
の
あ
る
社
会
的
自
由
で
あ
り
、
規
律
と
秩
序
を
伴
う
正
義
の
別
名
と
し
て
の
自
由
で
あ
つ
て
、
道
徳
的
自
由
で
あ
る
と
さ
え
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
バ
ー
ク
の
認
め
た
「
平
等
」
と
は
、
神
の
前
に
お
け
る
万
人
の
平
等
（
く
9
留
ヨ
o
。
簿
α
Q
互
。
注
）
の
思
想
で
あ
り
、
こ
の
理

念
か
ら
導
ぎ
だ
さ
れ
る
法
の
前
の
平
等
、
社
会
生
活
に
お
け
る
機
会
の
平
等
等
の
一
連
の
副
次
的
平
等
に
ほ
か
な
ら
ず
、
啓
蒙
主
義
的
、
抽
象
的

な
「
平
等
」
の
思
想
は
、
「
多
数
者
の
圧
制
」
な
い
し
、
「
民
主
主
義
的
暴
政
」
に
陥
入
る
危
険
性
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
反
革
命
の
原
理
を
提

　
　
　
E
・
バ
ー
ク
と
ド
イ
ッ
・
ロ
ー
マ
ソ
主
義
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
（
二
〇
九
）



　
　
　
E
．
バ
ー
ク
と
ド
イ
ツ
・
ロ
ー
マ
ソ
主
義
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
（
二
一
〇
）

示
す
勉
）
f
憲
・
そ
の
「
考
察
」
に
お
い
て
、
宗
教
の
重
要
悔
革
命
的
平
簿
念
へ
の
攻
撃
、
社
会
有
機
体
の
思
想
、
混
乱
を
避
け
て
徐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
レ
ノ
ユ
デ
イ
ス

々
に
改
革
す
る
必
要
性
、
私
有
財
産
の
擁
護
、
先
入
見
の
弁
護
、
等
々
の
政
治
思
想
を
展
開
し
、
同
世
代
の
反
革
命
、
保
守
主
義
の
思
潮
を
リ
ー

ド
し
、
彼
以
後
の
保
守
理
論
の
源
泉
と
な
る
よ
う
に
、
そ
の
思
想
的
永
続
性
を
保
ち
え
た
の
は
、
パ
ー
ク
が
、
　
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
批
判
す
る
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

程
に
お
い
て
、
た
え
ず
深
く
永
続
的
な
興
味
あ
る
一
般
論
」
に
ま
で
論
及
し
え
た
た
め
で
あ
る
と
い
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
、
「
多
く
の
反
革
命
論
的
著
述
は
、
革
命
の
た
め
に
書
か
れ
て
き
た
が
、
バ
ー
ク
は
革
命
に
対
立
す
る
た
め
の
革
命
の
書
を
書

い
た
。
」
（
田
巴
＆
丘
9
Φ
馨
江
冨
ぎ
一
葺
δ
鼠
お
ω
ロ
3
零
h
畦
鼠
①
閑
①
＜
o
一
皿
鉱
8
閃
Φ
ω
3
江
。
び
①
昌
≦
。
周
α
①
旨
・
閃
鶴
村
障
①
ぽ
m
け
ぎ
Φ
『
Φ
一
昌
村
①
＜
。
一
鶴
賦
。
昌
5

鋒
①
の
窪
9
鴨
凶
窪
良
。
寄
ぎ
三
一
8
鴨
の
9
冨
富
ε
と
、
バ
ー
ク
を
賞
讃
し
、
自
己
の
β
ー
マ
ン
主
義
的
感
覚
に
与
え
た
バ
ー
ク
の
思
想
的
影

　
　
　
　
　
　
（
6
）

響
を
認
め
て
い
る
。

　
確
か
に
、
バ
ー
ク
の
「
考
察
」
は
、
人
々
が
そ
の
頃
ま
で
は
不
鮮
明
に
漢
然
と
し
か
持
ち
え
て
い
な
か
つ
た
新
し
い
思
想
を
、
明
瞭
な
意
識
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

と
へ
と
導
い
て
い
つ
た
と
い
う
点
で
も
革
命
的
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
「
安
定
の
価
値
、
並
び
に
安
定
が
依
存
す
る
習
慣
の
力
」

を
新
し
く
強
意
す
る
も
の
で
あ
つ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
、
特
に
ド
イ
ッ
の
思
想
界
に
お
い
て
、
こ
の
著
書
が
好
意
を
も
つ
て
受
容
さ
れ
る
素
地
が
十
分
に
準
備
さ
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
（
1
）
　
バ
ー
ク
の
「
考
察
」
が
、
ド
イ
ッ
政
治
思
想
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
著
述
に
お
い
て
も
詳
論
さ
れ
て
い
る
。

　
　
O
”
二
ω
o
げ
3
一
菖
噸
℃
o
ロ
江
ω
o
プ
Φ
閃
O
B
四
p
葺
F
蜜
¢
昌
o
ゴ
¢
ロ
β
ロ
α
ピ
Φ
ぢ
註
o
q
ご
謡
’

　
　
名
一
臣
Φ
一
目
竃
9
囲
Φ
び
の
①
ω
①
一
一
ω
9
畦
“
寄
o
耳
仁
B
q
ω
鼠
讐
一
ロ
α
震
国
9
涛
α
霧
α
①
暮
ω
9
Φ
ロ
固
①
巴
一
ω
目
島
糟
国
①
置
①
一
げ
①
お
ご
§
ω
。
ω
，
旨
一
ー
N
ω
・

　
　
℃
四
巳
匹
8
浮
呂
p
℃
R
ω
。
巳
一
9
犀
の
答
琶
ユ
O
Φ
旨
①
ぎ
ω
9
畦
け
●
ω
け
且
一
〇
口
N
貫
ω
欝
讐
ω
窪
津
窃
ω
巨
鐙
α
震
α
Φ
昌
の
9
0
p
匁
o
ヨ
目
江
5
＝
巴
一
①
”
●
俳
oo
”
巴
①

　
　
一
〇
誤
．
ω
’
ω
。
ω
N
－
8
。

　
　
国
き
巴
W
”
昌
F
U
δ
固
8
α
o
村
9
身
琶
単
一
W
Φ
津
感
騎
①
建
¢
一
ロ
R
℃
o
一
三
の
9
窪
頃
霞
一
。
ω
0
9
一
ρ
ω
ε
辞
悪
詳
一
鴇
o。
●
ψ
ω
●
鵠
ー
①
P

　
（
2
）
　
ゲ
ン
ツ
（
男
ユ
＆
ユ
魯
く
8
0
9
9
）
は
バ
ー
ク
の
「
考
察
」
を
ド
イ
ッ
に
紹
介
し
、
翻
訳
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
彼
は
そ
の
訳
書
の
序
文
「
d
書
曾
＆
o
固
三
言
朝



　
じ
o
一
津
δ
o
げ
震
の
o
げ
ユ
津
o
罫
仁
昌
儀
α
①
昌
O
ご
”
声
痒
忠
儀
段
U｝
q
『
置
の
o
『
Φ
ロ
（
Oひ
仁
『
犀
o
”
Ω
①
昌
言
ω
o
貸
帥
o
ゲ
9
昌
磯
①
P
．
、
匡
言
一
巴
葺
昌
q
q
．
、
」
　
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

　
べ
て
い
る
。

　
「
イ
ギ
リ
ス
憲
法
と
国
家
構
造
へ
の
愛
着
、
こ
れ
が
バ
ー
ク
の
情
熱
を
燃
え
た
た
し
め
た
の
で
あ
る
。
バ
ー
ク
は
祖
国
の
安
定
と
秩
序
が
、
暦
越
な
約
束
に
よ
つ
て
世
界
の
注
視
を
集

　
中
せ
し
め
た
と
こ
ろ
の
、
破
滅
と
罪
悪
の
も
と
に
あ
る
革
命
の
反
逆
的
妄
想
の
犠
牲
と
な
る
よ
う
に
み
え
た
こ
と
は
、
バ
ー
ク
に
と
つ
て
は
許
し
が
た
い
こ
と
で
あ
つ
た
。
バ
ー
ク

　
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
い
て
、
た
だ
フ
ラ
ン
ス
の
み
を
見
た
の
で
は
な
く
、
幸
運
な
憲
法
を
保
持
す
る
イ
ギ
リ
ス
が
、
そ
の
根
底
に
お
い
て
震
憾
さ
れ
た
の
を
見
た
の
で
あ
る
。
そ

　
し
て
、
恐
る
べ
き
震
動
と
全
体
的
な
破
壊
と
に
よ
つ
て
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
ヨ
ー
ρ
ッ
パ
の
諸
国
家
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
」
と
い
い
、
そ
し
て
最
後
に
ゲ
ン
ツ
は
、
「
今
後
フ
ラ
ン
ス

　
は
幾
多
の
政
変
や
変
動
を
繰
り
返
す
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
れ
は
や
が
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
軽
卒
と
熱
狂
と
に
対
し
て
、
真
実
の
警
告
キ
．
与
え
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」

　
と
結
ん
で
い
る
。

（
3
）
O
”
ユ
ω
9
ヨ
一
罫
勺
o
一
三
ω
9
Φ
臼
ぎ
。
ユ
①
仁
＆
勾
o
ヨ
塁
江
F
ぎ
宙
ω
8
二
の
9
Φ
N
巴
房
。
日
一
h
“
ω
餌
注
一
器
●

　
な
お
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
右
の
論
説
は
邦
訳
さ
れ
て
、
服
部
・
冨
本
編
訳
「
政
治
思
想
論
集
付
力
1
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
論
」
（
社
会
思
想
社
刊
、
昭
和
四
十
九
年
）
に
収
録
さ
れ
て
あ
る
。

（
4
）
　
勝
田
吉
太
郎
「
保
守
主
義
の
政
治
哲
学
に
お
け
る
自
由
と
民
主
主
義
！
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
と
ド
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
所
説
を
中
心
と
し
て
t
」
（
法
学
論
叢
第
八
十
二
巻
第
二
．

　
三
・
四
号
、
一
九
六
八
年
）
、
勝
田
氏
の
論
文
に
お
い
て
は
、
バ
ー
ク
の
保
守
主
義
の
政
治
哲
学
の
諸
理
念
を
、
「
規
律
あ
る
自
由
」
の
保
持
、
　
「
裸
の
理
性
一
に
対
す
る
不
信
、
先

　
入
見
の
擁
護
、
　
「
単
純
な
統
治
構
造
」
に
対
す
る
不
信
．
貴
族
制
擁
護
論
と
民
主
主
義
批
判
、
私
有
財
産
の
効
用
、
保
守
的
改
革
の
途
、
政
治
の
限
界
佳
の
八
つ
の
側
面
に
要
約
し
、

　
現
代
の
マ
ス
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
対
す
る
見
解
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
こ
の
分
野
の
研
究
と
し
て
は
貴
重
な
論
説
で
あ
る
。
な
お
、
上
田
又
次
著
「
ニ
ド
モ
ン
ド
．
バ
ー
ク
研
究
」
（
至

　
文
堂
刊
昭
和
十
二
年
）
も
バ
ー
ク
の
体
系
的
研
究
と
し
て
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
他
、
小
松
春
雄
著
「
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
史
研
究
」
（
御
茶
の
．
水
書
房
刊
一
九
六
一
年
）
、
北
周

　
勲
著
「
保
守
主
義
研
究
」
（
弘
文
堂
刊
昭
和
三
十
五
年
）
等
は
保
守
主
義
研
究
と
し
て
定
評
あ
る
邦
語
文
献
で
あ
る
。

（
5
）
型
≦
忠
①
o
F
O
8
ω
Φ
署
簿
一
ω
ヨ
輔
閃
3
ヨ
｝
9
昌
＞
母
含
ω
8
0
げ
構
o
庄
一
一
レ
⑩
㎝
ρ
P
塁

（
6
）
2
0
＜
呂
ω
“
国
暮
窪
韓
窪
ダ
＞
℃
『
＆
ω
ヨ
亘
巴
。
“
・
ω
。
一
三
津
①
p
冨
益
島
σ
q
調
3
窪
＜
9
寄
艮
国
一
8
寄
。
ぎ
噂
い
①
一
鵠
一
α
q
●
鵠
き
。
。
田
三
ど
鉾
ρ
・
ρ
ω
・
脇
・

（
7
）
O
o
o
薦
①
印
ω
ぎ
ぎ
P
》
霞
ω
ε
q
o
h
℃
o
一
三
8
一
↓
ぎ
o
q
レ
O
沢
。
℃
』
ご

二
、
バ
ー
ク
と
ド
イ
ツ

ド
イ
ツ
に
お
け
る
バ
ー
ク
の
政
治
思
想
の
影
響
を
考
察
す
る
場
合
、
そ
の
方
法
の
第
一
と
し
て
は
、
パ
ー
ク
の
思
想
に
直
接
、
間
接
を
問
わ
ず

か
か
わ
り
あ
い
の
あ
つ
た
ド
イ
ッ
思
想
を
そ
の
文
献
の
上
に
お
い
て
確
認
し
て
み
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

イ
ギ
リ
ス
と
政
治
的
関
係
の
深
か
つ
た
当
時
の
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
朝
の
官
吏
で
あ
り
、
政
治
的
文
筆
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
ブ
ラ
ン
デ
ス
（
甲

E
・
バ
ー
ク
と
ド
イ
ッ
・
ロ
ー
マ
y
主
義
の
政
治
思
想

五

（
一
二
一
）



　
　
　
E
・
パ
ー
ク
と
ド
イ
ッ
・
ロ
ー
マ
ソ
主
義
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
（
二
一
二
）

簑
曾
切
声
呂
8
）
と
、
レ
ー
ベ
ル
グ
（
＞
ロ
讐
警
寄
喜
Φ
彊
）
の
二
人
の
思
想
家
は
、
一
七
九
〇
年
の
パ
ー
ク
の
「
考
察
」
が
公
刊
さ
れ
る
以
前
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ハ
！
ク
と
の
接
触
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
レ
ー
ベ
ル
グ
は
、
バ
ー
ク
の
「
考
察
」
と
は
無
関
係
で
は
あ
つ
た
が
、
そ
の
基
本
精
神
と
政

治
姿
勢
に
お
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
ホ
イ
ッ
グ
党
の
精
神
に
依
拠
し
な
が
ら
、
一
七
九
〇
年
か
ら
九
三
年
に
至
る
間
、
「
イ
エ
ー
ナ
一
般
文
芸
新
聞
」

（
冒
暴
諄
冨
≧
一
鴨
目
息
需
ピ
冨
冨
一
霞
N
a
窪
凝
）
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
対
す
る
批
判
の
文
を
書
き
続
け
て
い
た
。

　
青
年
時
代
か
ら
シ
ュ
タ
イ
ン
　
（
マ
。
旨
①
旨
ぎ
目
望
①
旦
の
友
人
で
あ
つ
た
レ
ー
ベ
ル
グ
は
、
バ
ー
ク
の
思
想
の
影
響
の
も
と
に
、
一
七
九
三

年
、
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
考
察
二
巻
」
（
q
暮
巽
誰
9
巨
閃
聲
ま
巽
島
Φ
写
き
呂
路
9
⑦
響
ε
一
邑
目
）
を
公
刊
し
て
い
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
も
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
メ
ー
ザ
ー
、
ヘ
ル
ダ
ー
な
ど
の
思
想
的
影
響
と
と
も
に
、
そ
の
国
家
行
政
改
革
の
思
想
を
発
展
さ
せ
る
上
に
お
い
て
パ
ー
ク
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ら
決
定
的
な
影
響
を
う
け
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
彼
は
、
　
「
こ
の
偉
大
な
経
験
豊
か
な
高
尚
な
政
治
家
で
あ
る
バ
ー
ク
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
荒
廃
さ
せ
て
い
る
空
論
的
政
治
革
命
者

（
目
9
碧
＆
蓼
畠
窪
Z
窪
Φ
N
9
）
た
ち
に
対
し
て
、
彼
の
『
考
察
』
と
い
う
不
滅
な
作
品
に
お
い
て
、
市
民
の
真
実
の
自
由
と
宗
教
の
自
由
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

主
張
を
精
力
的
か
つ
人
を
動
か
す
よ
う
な
雄
弁
を
以
て
擁
護
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
語
つ
て
い
る
。
市
民
の
自
由
と
宗
教
の
宿
由
と
い
う
主
張
は

シ
ュ
タ
イ
ン
が
そ
の
改
革
の
理
念
に
掲
げ
た
中
心
思
想
で
も
あ
り
、
政
治
秩
序
と
市
民
の
自
由
と
を
道
徳
的
、
宗
教
的
原
理
の
も
と
に
結
合
し
よ

う
と
し
た
バ
ー
ク
の
思
想
に
多
大
の
共
感
を
抱
き
、
強
い
絆
を
感
得
し
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
つ
た
ろ
う
。
さ
ら
に
、
バ
ー
ク
と
シ
ュ
タ
イ

ン
の
両
者
に
は
、
国
家
の
構
造
や
制
度
に
関
す
る
原
則
論
に
お
い
て
も
共
通
な
思
想
が
み
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、
公
的
問
題
に
積
極
的
に
か
つ
責
任
あ
る
参
加
を
さ
せ
る
た
め
に
市
民
を
教
育
す
る
地
方
自
治
の
思
想
、
議
会
に
対
す
る
行
政
府
の
責

任
と
い
う
思
想
、
土
地
所
有
を
通
じ
て
国
家
の
指
導
権
に
安
定
性
を
与
え
る
た
め
の
開
か
れ
た
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
1
の
思
想
、
人
間
の
合
理
的
権

利
と
し
て
で
は
な
く
、
階
層
に
応
じ
て
分
配
さ
れ
る
規
律
あ
る
自
由
の
思
想
、
巳
菖
ヨ
帥
箪
二
〇
と
し
て
の
覇
道
政
治
に
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
し
う
る
人

民
の
権
利
、
神
の
意
志
に
基
づ
く
国
家
建
設
や
、
歴
史
、
伝
統
、
過
去
の
栄
光
を
尊
重
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
思
想
、
こ
れ
ら
の
政
治
的
諸
原
則
に



お
い
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
は
バ
ー
ク
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
語
つ
て
い
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
に
続
い
て
、
歴
史
学
者
と
し
て
著
名
な
二
ー
ブ
ル

（
ω
巽
甚
o
匡
O
①
。
茜
蜜
①
ど
ぼ
）
も
バ
ー
ク
の
影
響
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
彼
は
そ
の
著
、
「
・
ー
マ
史
」
（
額
巨
の
9
。
O
Φ
ω
9
一
9
＄
一
。
。
§
第
二
版
の
序
文
に
お
い
て
、
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
並
び
に
パ
ー
ク

の
政
治
的
見
解
の
な
か
に
見
出
せ
な
い
よ
う
な
政
治
判
断
の
原
則
は
何
も
な
い
。
」
と
評
価
し
、
さ
ら
に
一
八
二
九
年
に
ボ
ン
大
学
で
講
演
し
、
彼

の
死
後
公
刊
さ
れ
た
「
U
一
①
O
o
ω
注
9
冨
8
ω
N
魯
巴
お
霧
α
R
閃
o
＜
o
一
葺
一
9
」
と
い
う
論
説
に
は
、
バ
ー
ク
の
影
響
を
自
ら
随
所
に
示
し
て
い

（
4
）

る
。　

二
ー
ブ
ル
は
、
近
代
史
に
つ
い
て
語
る
際
、
イ
ギ
リ
ス
の
立
憲
政
治
体
制
を
彼
の
思
想
の
肯
定
的
側
面
と
し
て
評
価
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
民
主

的
政
治
体
制
を
否
定
的
側
面
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
ー
ブ
ル
の
年
来
の
友
人
で
あ
り
、
歴
史
法
学
派
の
創
始
者
と
し
て
著
名
な
ザ

ヴ
ィ
ニ
ー
（
寄
一
①
昏
一
9
内
”
ユ
＜
8
ω
薯
蒔
ξ
）
も
ま
た
間
接
的
に
バ
ー
ク
の
著
書
の
影
響
を
う
け
た
と
み
な
さ
れ
て
よ
い
。
歴
史
法
学
派
の
有
名

な
綱
領
で
あ
る
「
＜
o
ヨ
切
R
亀
琶
の
震
角
N
①
津
密
『
0
8
Φ
叶
お
筈
唐
閃
琶
α
園
の
3
畠
＆
器
①
霧
o
冨
ヰ
お
置
」
と
、
特
に
「
N
o
富
9
ユ
ヰ

略
β
鴨
零
三
3
藍
9
①
即
9
げ
房
三
鴇
窪
零
富
津
冨
窃
」
の
序
文
の
中
に
、
バ
ー
ク
の
思
想
は
間
接
的
に
受
容
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
さ
き
に
記
述
し
た
レ
ー
ベ
ル
グ
の
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
に
つ
い
て
」
　
（
ま
醇
留
ロ
9
留
2
巷
。
一
①
。
昌
屋
ε
と
い
う
著
述
が
、
歴
史
法

学
派
の
綱
領
の
中
に
明
確
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
バ
ー
ク
に
つ
い
て
精
通
し
て
い
た
レ
ー
ベ
ル
グ
は
、
法
は
地
政
学
的
、
歴
史
的
状
況
に
順
応
し
な

が
ら
漸
次
的
に
発
展
し
て
ゆ
き
、
一
国
家
の
歴
史
的
発
展
段
階
の
あ
る
時
期
に
お
い
て
、
蓄
積
さ
れ
た
民
族
精
神
の
真
髄
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
は
、
一
般
に
純
粋
に
合
理
的
な
法
典
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
レ
ー
ベ
ル
グ
に
よ
れ

ば
、
こ
の
法
典
は
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
的
法
観
念
や
慣
習
法
か
ら
乖
離
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
歴
史
法
学
派
の
綱
領
に
引

例
し
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
サ
ヴ
イ
ニ
ー
は
、
そ
の
歴
史
法
学
派
の
基
本
的
思
想
を
形
成
す
る
に
際
し
て
、
レ
ー
ベ
ル
グ
か
ら
直
接
的
に
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

想
を
得
た
も
の
と
推
測
し
う
る
し
、
さ
ら
に
、
レ
ー
ベ
ル
グ
を
媒
介
と
し
て
パ
ー
ク
の
思
想
を
受
容
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
ザ
ヴ

　
　
　
E
・
バ
ー
ク
と
ド
イ
ツ
・
ロ
ー
マ
ソ
主
義
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
（
二
二
彰



　
　
　
E
・
バ
ー
ク
と
ド
イ
ッ
・
ロ
ー
マ
ソ
主
義
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
（
二
一
四
）

イ
ニ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
歴
史
法
学
派
に
従
え
ば
、
完
全
に
単
独
で
独
立
し
た
人
間
存
在
と
い
う
も
の
は
あ
り
え
な

い
。
む
し
ろ
、
単
独
に
見
え
る
も
の
は
他
の
視
角
か
ら
見
れ
ば
、
も
つ
と
大
切
な
全
体
の
部
分
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
各
個
人
は
同
時
に
、

家
族
、
国
民
、
国
家
の
一
員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
あ
る
国
民
の
各
々
の
時
代
は
過
去
の
時
代
か
ら
の
延

長
で
あ
り
、
そ
れ
が
発
展
し
て
き
た
も
の
と
し
て
み
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
時
代
も
独
力
で
そ
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

的
状
況
を
作
り
出
し
は
し
な
い
。
つ
ま
り
過
去
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
保
ち
な
が
ら
そ
の
時
代
状
況
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
」
と
い
つ
て
い
る
が
、

こ
の
思
考
は
、
バ
ー
ク
の
「
国
家
は
、
あ
ら
ゆ
る
科
学
に
お
け
る
合
同
事
業
で
あ
り
、
一
切
の
学
芸
に
お
け
る
合
同
事
業
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
徳
、
す

べ
て
の
完
成
に
お
け
る
合
同
事
業
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
合
同
事
業
の
目
的
は
、
多
く
の
世
代
に
よ
つ
て
も
達
成
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

そ
れ
は
生
あ
る
人
々
と
、
死
者
と
、
お
よ
び
生
れ
て
く
る
人
た
ち
と
の
間
の
合
同
事
業
な
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
歴
史
主
義
的
国
家
観
に
類
似
の
も

の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
余
波
を
う
け
と
め
て
い
た
当
時
の
ド
イ
ッ
に
お
い
て
、
バ
ー
ク
の
思
想
を
最
も
よ
く
体
現
し
た
の

は
ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
（
》
鼠
ヨ
竃
自
R
）
で
あ
つ
た
と
い
え
る
。
彼
は
自
ら
自
己
の
思
想
が
、
バ
ー
ク
の
思
想
と
そ
の
精
神
構
造
の
「
有
望
な

る
継
承
者
」
（
ぎ
｛
旨
琶
鵯
ぎ
幕
困
民
9
留
の
曽
詩
、
魯
①
b
O
。
一
。
け
。
、
）
で
あ
る
と
い
い
、
彼
に
と
つ
て
バ
ー
ク
は
、
偉
大
な
変
革
の
理
念
の
推
進

者
で
あ
る
と
と
も
に
、
近
代
国
家
学
の
創
立
者
で
も
あ
つ
た
。
、
・
・
ユ
ー
ラ
ー
は
、
一
八
〇
四
年
に
公
刊
し
た
「
U
一
Φ
い
魯
お
＜
○
ヨ
O
弗
窪
器
9
」

の
序
文
に
お
い
て
、
バ
ー
ク
を
「
大
英
帝
国
、
あ
る
い
は
多
分
ヨ
ー
・
ッ
パ
を
救
済
し
た
」
と
こ
ろ
の
人
物
と
し
て
評
価
し
、
ま
た
一
八
一
〇
年

に
出
版
し
た
「
O
ぴ
R
問
ユ
8
二
3
目
」
に
お
い
て
は
、
バ
ー
ク
は
「
こ
の
幻
滅
の
世
界
に
現
わ
れ
た
最
後
の
予
言
者
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
は
「
ド
イ
ッ
の
科
学
と
文
学
に
関
す
る
講
義
」
（
＜
自
一
窃
琶
鴨
b
ま
巽
島
Φ
留
暮
ω
9
Φ
ミ
一
ω
器
諾
。
富
津
ロ
呂
コ
富
遷
ε
『
）

の
中
に
お
い
て
、
自
分
自
身
に
関
し
て
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ッ
の
精
神
文
化
一
般
に
与
え
た
バ
ー
ク
の
重
要
性
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
　
「
ド
イ
ッ
国
家
学
の
形
成
の
過
程
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
出
来
事
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
と
民
族
の
な
か
で
最
も
深
遠
な
入
間
的
な

思
想
家
で
あ
る
ニ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
を
ド
イ
ッ
の
思
想
界
に
導
い
て
ぎ
た
こ
と
で
あ
る
。



　
彼
は
世
界
を
そ
の
全
体
像
の
う
ち
に
把
握
し
、
そ
の
政
治
社
会
に
関
す
る
見
解
を
披
渥
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
彼
の
思
想
は
イ
ギ
リ
ス
の
国

家
構
造
を
防
衛
し
ま
た
そ
の
擁
護
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
ド
イ
ッ
民
族
の
精
神
文
化
に
非
常
に
寄
与
し
て
お
り

彼
の
思
想
に
親
近
性
を
認
め
る
が
ゆ
え
に
、
私
は
彼
を
ド
イ
ッ
人
で
あ
る
と
称
し
た
い
。
彼
は
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
思
想
的
安
定
に
貢
献
し

た
の
み
で
な
く
、
こ
こ
ド
イ
ッ
に
お
い
て
も
彼
の
著
書
は
翻
訳
さ
れ
、
理
解
さ
れ
、
広
範
囲
に
わ
た
つ
て
ド
イ
ッ
の
諸
科
学
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ

て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
他
国
で
は
彼
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
な
く
と
も
、
あ
る
い
は
ま
た
、
彼
の
祖
国
に
お
い
て
さ
え
十
分
に
理
解
さ
れ

ず
、
単
に
政
党
の
指
導
者
で
あ
り
雄
弁
家
で
あ
る
と
し
て
し
か
評
価
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
の
精
神
の
中
に
お
い
て
生
活
し
、

も
の
を
書
き
、
教
育
さ
れ
感
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
彼
は
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
ド
イ
ッ
に
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
誇
り
を
も
つ
て
広
言
し
た
い
。

　
そ
し
て
、
私
自
身
の
国
家
に
関
す
る
思
想
は
未
熟
で
は
あ
る
が
、
私
は
彼
の
精
神
の
正
当
な
継
承
者
で
あ
る
。
ド
イ
ッ
に
お
い
て
彼
は
、
自
由

と
か
法
、
権
力
と
か
統
一
の
理
念
に
つ
い
て
最
も
敷
果
的
な
見
解
を
提
供
し
た
思
想
家
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
い
か
に
彼
の
業

績
が
イ
ギ
リ
ス
に
と
つ
て
有
益
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
彼
を
称
賛
で
き
る
こ
と
は
ド
イ
ッ
に
と
つ
て
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
。
未
来
の
著
述
活
動
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

そ
の
政
治
生
活
そ
れ
自
体
が
、
こ
の
賛
詞
に
相
応
し
く
継
続
す
る
よ
う
に
ー
己
と
バ
1
ク
を
称
賛
し
、
そ
の
思
想
的
感
化
に
つ
い
て
語
つ
て
い
る
。

　
（
1
）
　
男
ユ
Φ
α
帥
ω
『
四
仁
b
ρ
ω
離
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犀
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U
Φ
暮
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P
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F
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鼠
緯
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O
昌
o
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昌
q
昌
α
切
Φ
二
一
P
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一
8
｛
h

　
（
2
）
O
①
旨
”
琶
勾
律
Φ
き
ω
3
一
P
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ぎ
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一
H
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O
h
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9
り
P
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。
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P
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虞
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窪
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富
津
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仙
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詳
①
声
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E
．
パ
ー
ク
と
ト
イ
ツ
・
・
i
マ
ソ
主
義
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
　
（
一
二
六
）

　
ミ
ユ
ラ
ー
に
与
え
た
バ
ー
ク
の
思
想
的
影
響
に
つ
い
て
は
、
K
・
マ
ン
ハ
イ
ム
の
「
保
守
主
義
的
思
考
」
（
U
錺
ざ
霧
R
く
讐
貯
①
∪
①
ロ
一
ハ
窪
”
ω
。
N
巨
。
讐
。
。
9
①
ω
Φ
詳
鼠
鳴

建
B
名
o
こ
撃
住
①
ω
℃
り
一
三
ω
魯
－
巳
馨
o
ユ
8
箒
⇒
U
9
寄
霧
置
∪
。
彗
の
9
訂
＆
噂
お
曽
）
に
お
い
て
、
マ
ン
ハ
イ
ム
は
次
の
よ
う
に
い
う
「
、
・
三
ラ
ー
の
も
と
に
存
在
す

る
思
想
財
の
う
ち
、
い
か
な
る
も
の
が
、
す
で
に
バ
ー
ク
に
示
さ
れ
て
い
る
か
を
わ
れ
わ
れ
が
問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
に
、
・
・
ユ
ラ
ー
が
バ
ー
ク
か
ら
受
取
っ
た
特
殊
な

保
守
主
義
的
態
度
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
す
で
に
バ
ー
ク
の
も
と
に
見
い
だ
し
う
る
、
（
い
う
な
ら
ば
）
『
歴
史
』
の
思
想
で
あ
る
。
し
か
し
よ
り
詳
細
に
観
察
す
る
な
ら
ば
．
パ

！
ク
に
お
い
て
歴
史
と
し
て
現
わ
れ
る
も
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
ミ
ュ
ラ
ー
の
も
と
で
も
ザ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
も
と
で
も
見
出
す
よ
う
な
、
錯
綜
し
、
深
く
ロ
マ
ン
化
さ
れ
た
世
俗
的
な
も

の
の
背
後
に
ひ
そ
む
要
素
に
よ
つ
て
貫
徹
さ
れ
た
構
成
物
で
は
な
く
、
た
だ
ひ
と
つ
の
ー
よ
し
ん
ば
そ
れ
が
こ
の
複
合
的
全
体
に
お
け
る
本
質
的
な
も
の
だ
と
し
て
も
1
要
素
、
す

な
わ
ち
、
『
連
続
性
』
（
囚
o
旨
ぼ
鼠
鼠
け
）
の
要
素
で
あ
る
。
」
（
訳
文
は
森
博
氏
訳
「
歴
史
主
義
．
保
守
主
義
」
一
四
七
頁
引
用
）
と
述
べ
て
い
る
。

三
、

バ
ー
ク
と
ミ
ュ
ラ
ー

　
ド
イ
ッ
の
思
想
界
に
及
ぼ
し
た
バ
ー
ク
の
影
響
を
、
次
に
二
、
三
の
基
本
的
課
題
に
限
定
し
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
パ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ク
の
政
治
思
想
の
う
ち
の
い
か
な
る
要
素
が
、
　
「
ド
イ
ッ
的
思
考
』
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
つ
た
か
、
ま
た
彼
の
い
か
な
る
政
治
原
則
が
、
解

放
戦
争
の
動
向
を
促
進
す
る
上
に
お
い
て
思
想
的
感
化
を
与
え
た
の
か
、
さ
ら
に
、
解
放
戦
争
以
後
の
ド
イ
ッ
諸
州
や
そ
の
帝
国
再
建
の
た
め
に

バ
ー
ク
の
い
か
な
る
政
治
思
想
が
有
効
性
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
観
点
に
お
い
て
考
察
を
続
け
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
す
な
わ
ち
、
そ
の
第
一
の
間
題
は
、
バ
ー
ク
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
背
後
に
潜
む
い
わ
ゆ
る
啓
蒙
主
義
な
い
し
合
理
主
義
の
政
治
思
想
に
対
し
て
、

こ
れ
に
徹
底
的
な
批
判
を
試
み
た
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
バ
ー
ク
の
革
命
思
想
批
判
の
哲
学
が
ド
イ
ッ
思
想
、
な
か
ん
づ
く
・
ー
マ
ン
主
義
の
政

治
思
想
に
フ
ェ
ー
タ
ル
な
影
響
を
与
え
た
点
で
あ
る
。
バ
ー
ク
は
、
フ
ラ
ソ
ス
革
命
が
、
「
新
し
い
種
類
の
人
間
」
（
器
≦
皆
ω
＆
琶
8
9
日
”
β
）

の
企
て
に
よ
つ
て
準
備
さ
れ
、
こ
の
種
の
人
々
は
、
実
際
政
治
の
世
界
に
お
い
て
は
局
外
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
な
ん
ら
の
政
治
責
任
を
担
う
必
要

は
な
い
の
で
あ
り
、
単
に
そ
の
政
治
評
論
と
、
現
状
に
対
す
る
批
判
の
み
に
終
始
す
れ
ば
こ
と
た
れ
り
と
す
る
人
々
で
あ
る
と
し
て
、
バ
ー
ク
は

彼
ら
を
「
政
治
的
文
筆
家
」
（
2
一
三
8
一
目
窪
。
＝
9
け
①
色
と
蔑
称
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ー
ク
の
い
う
「
政
治
的
文
筆
家
」
や
「
形
而
上

学
的
理
論
家
た
ち
」
（
宕
一
§
8
一
昌
①
富
℃
ξ
ω
擦
の
）
は
、
抽
象
的
な
思
弁
の
世
界
を
彷
僅
し
、
希
望
的
観
測
に
の
み
没
頭
し
て
、
原
理
や
自
然
法



（
理
性
法
）
の
教
説
に
準
拠
し
て
、
未
来
の
仮
設
的
な
楽
園
を
創
造
し
う
る
か
の
ご
と
き
幻
想
と
錯
覚
に
陥
入
つ
て
い
る
と
パ
ー
ク
は
い
う
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
形
而
上
学
的
理
論
家
た
ち
」
は
、
理
論
的
に
正
当
化
さ
れ
た
専
制
主
義
の
生
れ
な
が
ら
の
支
持
者
で
あ
り
、
擁
護
者
で
も

あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
、
新
し
く
国
家
を
設
立
す
る
た
め
に
、
決
定
的
に
か
つ
権
威
が
あ
る
と
看
倣
し
て
い

る
自
然
法
と
正
義
の
原
則
の
側
に
依
拠
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
の
で
、
そ
の
限
り
な
く
合
理
的
に
創
造
さ
れ
た
絶
対
的
権
力
に
準
拠
し
て
、
法

的
、
政
治
的
原
則
を
理
想
の
世
界
か
ら
現
実
の
世
界
へ
と
移
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
盲
信
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
。

　
バ
ー
ク
は
こ
の
よ
う
な
啓
蒙
主
義
的
な
人
間
理
性
へ
の
楽
観
的
信
仰
を
峻
拒
し
、
理
性
万
能
の
思
想
に
対
し
て
、
　
「
潜
在
的
英
知
」
と
し
て
の

「
先
入
見
』
（
鷺
ε
＆
一
8
）
を
対
置
し
た
の
で
あ
る
。
パ
ー
ク
の
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
政
治
的
形
而
上
学
者
た
ち
」
に
対
し
て
む
け
ら
れ
た
批
判
は
、
ア

ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
次
の
言
葉
の
う
ち
に
明
瞭
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
あ
ら
ゆ
る
不
幸
な
誤
解
は
、
個
人
が
現

実
的
に
社
会
の
結
合
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
彼
ら
（
宕
一
三
鶉
富
日
Φ
3
9
芭
葺
魯
）
に
と
つ
て
好
ま
し
く
な
い
も
の
を
外
部
か
ら
覆
し
、
破
壊
し
う
る

と
考
え
、
個
人
は
何
千
年
と
い
う
仕
事
に
対
し
て
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
彼
ら
が
遭
遇
す
る
あ
ら
ゆ
る
制
度
を
何
承
認
め
る
必
要
が

な
い
と
考
え
る
幻
覚
の
う
ち
に
存
在
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
手
短
か
に
い
え
ば
そ
れ
は
国
家
の
外
側
に
誰
か
が
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
、
誰

か
が
国
家
の
た
め
に
新
し
い
道
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
古
く
て
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
十
分
に
信
頼
し
う
る
政
治
体
制
の
代
り
に
、
少
な
く
と
も

次
の
二
週
間
は
完
全
で
あ
る
よ
う
な
新
し
い
政
体
を
概
観
し
う
る
よ
う
な
一
つ
の
定
点
が
現
実
に
存
在
す
る
と
考
え
る
よ
う
な
幻
覚
な
の
で
あ

（
2
）
る
。
」
と
い
う
ミ
ュ
ラ
ー
の
言
説
は
、
バ
ー
ク
の
「
裸
の
理
性
」
に
対
す
る
不
信
を
ま
さ
に
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
共
同
鉢
（
9
壱
多
O
①
ヨ
①
日
留
）
の
う
ち
に
、
文
化
的
か
つ
文
明
化
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
状
態
や
、
組
織
化
さ
れ
た
社
会
内
で
の
階
層
的
秩

序
か
ら
、
人
間
は
孤
立
し
て
い
る
と
看
倣
す
抽
象
的
合
理
主
義
、
つ
ま
り
人
間
性
を
啓
蒙
さ
れ
た
利
己
主
義
（
昏
自
凝
窪
窪
＆
ω
農
日
叶
段
⑦
8

で
あ
る
と
す
る
、
こ
の
抽
象
的
合
理
主
義
は
、
社
会
構
造
を
単
な
る
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に
化
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
と
パ
ー
ク
は
考
え
る
。
そ
し
て
、

革
命
主
義
者
た
ち
の
唱
え
る
「
平
等
思
想
」
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
市
民
（
多
元
的
、
異
質
的
、
階
層
的
に
共
同
社
会
に
結
合
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
）

　
　
　
E
・
バ
ー
ク
と
ド
イ
ッ
・
ロ
ー
マ
ソ
主
義
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
二
一
七
）
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．
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イ
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二
一
八
）

を
混
交
し
て
し
ま
い
、
で
き
る
限
り
一
つ
の
同
質
的
な
大
衆
に
転
化
さ
せ
よ
う
と
企
図
し
た
、
彼
ら
形
而
上
学
的
、
錬
金
術
的
な
立
法
者
た
ち
は
、

人
々
を
単
な
る
計
算
だ
け
の
た
め
の
、
つ
な
が
り
の
な
い
ば
ら
銭
と
化
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
伝
統
的
共
同
社
会
に
存
在
し
た
あ
ら
ゆ
る
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

秩
序
を
す
べ
て
一
緒
に
水
平
化
し
、
破
壊
し
て
し
ま
つ
た
。
」
の
で
あ
り
、
量
の
方
が
質
よ
り
も
優
位
に
立
つ
て
、
生
命
あ
る
人
間
の
本
質
的
個
性

と
い
う
原
理
は
、
抽
象
的
平
等
思
想
の
犠
牲
と
化
し
て
し
ま
う
も
の
と
み
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
こ
の
平
等
思
想
の
結
果
、
同
質
的
な
大
衆
に
転

化
し
て
し
ま
つ
た
民
衆
は
容
易
に
デ
マ
ゴ
ー
グ
の
操
作
の
対
象
と
な
つ
て
し
ま
い
、
そ
こ
に
は
必
然
的
に
合
理
的
専
制
政
治
の
確
立
を
み
る
こ
と

と
な
る
と
い
う
。
バ
ー
ク
は
、
そ
の
「
考
察
」
に
お
い
て
、
　
「
政
治
的
文
筆
家
た
ち
の
思
想
の
う
ち
に
お
い
て
は
、
最
終
的
に
は
絞
首
台
の
み
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
バ
ー
ク
の
啓
蒙
主
義
者
（
彼
の
い
う
宕
一
三
。
巴
ヨ
①
p
。
＝
貫
9
ω
）
に
対
す
る
批
判
は
、
ド
イ
ッ
・
ロ
ー
マ
ソ
主
義
の
政
治
哲
学
の
う
ち
に

継
承
さ
れ
て
い
る
第
一
の
点
で
あ
る
。
バ
ー
ク
の
「
考
察
」
の
影
響
を
う
け
て
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
と
ア
ダ
ム
・
、
・
・
ユ
ラ
ー
と
は
、
国
家
有
機
体
説

を
展
開
さ
せ
た
。
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
に
と
つ
て
国
家
は
、
「
匡
畏
8
き
昏
3
宕
ω
」
で
あ
り
、
ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
は
、
　
「
機
械
論
的
国
家
学
」
と

「
有
機
体
論
的
国
家
学
」
と
を
区
別
し
、
前
者
は
楽
観
論
的
な
進
歩
の
原
理
に
依
拠
し
、
後
者
は
「
家
族
共
同
体
」
の
原
理
に
立
つ
て
い
る
と
す

る
が
、
こ
の
思
考
は
、
バ
ー
ク
の
「
連
続
性
」
（
内
。
旨
ぎ
昌
馨
）
の
理
念
の
継
承
の
上
に
お
い
て
構
想
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
バ
ー
ク
が

「
わ
れ
わ
れ
は
人
類
全
体
に
対
し
て
義
務
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
義
務
は
特
別
の
社
会
契
約
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。

　
そ
れ
は
、
人
と
人
と
の
関
係
、
人
と
神
と
の
関
係
、
つ
ま
り
契
約
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
な
関
係
か
ら
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ

（
4
）
る
。
」
と
い
い
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ヅ
ク
の
古
典
的
自
由
主
義
に
お
け
る
「
契
約
思
想
」
を
背
後
に
退
け
て
い
る
が
、
こ
の
思
想
は
ま
た
ド
イ
ッ
の
政
治

的
ロ
ー
マ
ン
主
義
に
強
く
影
響
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ッ
・
ロ
ー
マ
ン
主
義
者
た
ち
は
、
バ
ー
ク
の
し
ば
し
ば
用
い
た
「
人
類
の
偉
大
な

神
秘
的
結
合
」
と
か
、
「
継
続
す
る
組
織
体
」
と
か
の
表
現
を
、
自
分
た
ち
の
術
語
と
し
て
用
い
て
い
る
。
バ
ー
ク
に
と
つ
て
国
家
の
根
本
的
単
位

は
「
家
族
」
で
あ
り
、
そ
し
て
家
族
共
同
体
の
中
に
お
い
て
人
間
の
本
来
の
美
徳
、
誠
実
、
献
身
、
思
慮
分
別
な
ど
の
基
本
的
素
質
は
伸
張
す
る



こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
り
、
　
「
わ
れ
わ
れ
の
公
徳
心
は
家
族
の
中
か
ら
始
り
、
そ
の
ゆ
え
、
冷
淡
な
親
族
関
係
を
も
つ
者
は
、
よ
き
市
民
と
は
な

り
え
な
い
。
」
と
い
い
、
ま
た
「
わ
れ
わ
れ
の
慣
習
や
文
明
、
そ
し
て
そ
の
慣
習
や
文
明
と
の
関
係
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
す
べ
て
の
よ
い
こ

と
が
ら
は
、
こ
の
わ
れ
わ
れ
の
ヨ
ー
・
ッ
バ
世
界
の
中
で
長
期
問
に
わ
た
つ
て
二
つ
の
原
則
に
依
拠
し
て
ぎ
た
し
、
実
際
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
原
則
が
結
合
し
た
結
果
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
紳
士
の
精
神
と
、
宗
教
の
精
神
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
」
と
い

う
よ
う
な
思
想
は
、
ド
イ
ッ
・
ロ
ー
マ
ン
主
義
者
の
み
な
ら
ず
、
シ
ュ
タ
イ
ン
や
二
i
ブ
ル
の
よ
う
な
思
想
家
に
ま
で
感
動
を
与
え
、
バ
ー
ク
を
自
分

た
ち
の
思
想
に
お
け
る
輝
け
る
証
人
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
有
機
体
思
想
は
ま
た
ド
イ
ッ
思
想
に
強
い
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
パ
ー
ク
の
思
想
的
影
響
を
そ
の
歴
史
主
義
に
お
い
て
考
察
し
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
カ
ー
ル
・
ヒ
ー
レ
ブ
ラ
ン
ド
（
囚
貰
一
霞
＝
3
鋸
民
）
は
、
バ
ー
ク
と
ヘ
ル
ダ
ー
を
と
も
に
一
八
世
紀
の
啓
蒙
的
合
理
主
義
と
そ
の
機
械
論
的
思

考
に
対
し
て
戦
つ
た
「
歴
史
主
義
の
原
理
の
伝
達
者
」
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
バ
ー
ク
は
イ
ギ
リ
ス
と
そ
の
政
治
思
想
に
関
す
る
関
係
に

お
い
て
で
あ
り
、
ヘ
ル
ダ
ー
は
そ
の
ド
イ
ッ
と
ド
イ
ッ
文
芸
理
論
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
「
歴
史
主
義
」
の
提
唱
を
行
い
、
彼
ら
二
人
は
「
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

僚
」
以
上
の
緊
密
な
関
係
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
歴
史
主
義
は
、
歴
史
的
事
実
を
尊
重
し
て
現
在
の
事
実
と
対
抗
さ
せ
る
だ
け
で
は
た
く
、
ま
た
「
生
成
」
（
白
①
乱
窪
）
そ
の
も
の
を
強
力
に
意

識
す
る
と
き
に
そ
れ
は
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
バ
ー
ク
の
連
続
性
と
ド
イ
ッ
歴
史
主
義
の
共
通
に
も
つ
て
い
る
性
格
で
あ
る
が
、
こ
の

「
生
成
」
、
「
連
続
性
」
そ
の
も
の
が
、
歴
史
主
義
者
の
根
本
体
験
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
な
お
第
二
の
要
素
と
し
て
、
特
定
の
「
時
代
」
に

対
す
る
寵
愛
と
歴
史
に
お
け
る
特
定
の
歴
史
的
担
い
手
の
寵
愛
と
が
加
わ
つ
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ー
ク
に
お
け
る
「
中
世
の
寵
愛
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

と
、
歴
史
の
担
い
手
と
し
て
の
「
貴
族
の
評
価
」
と
が
、
ア
ダ
ム
・
、
・
・
ユ
ラ
ー
の
歴
史
主
義
に
強
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
、
・
三
ラ
ー
が
「
中
世
に
与
え
ら
れ
た
賛
詞
は
、
当
時
の
社
会
状
態
が
た
だ
好
ま
し
い
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
中
世
に
復
帰
す
る
の
が
国
の

　
　
　
E
．
バ
ー
ク
と
ド
イ
ツ
．
ロ
ー
マ
ソ
主
義
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
　
　
　
（
二
一
九
）
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政
治
の
任
務
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
そ
れ
は
中
世
の
制
度
の
精
神
で
充
た
さ
れ
た
理
性
が
、
そ
れ
を
職
人
風
（
田
民
名
辞
江
の
9
）
に
ま
ね
る
こ
と
な
し
に
作
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
」

と
い
う
と
き
、
そ
こ
に
バ
ー
ク
の
「
中
世
の
寵
愛
」
が
ま
さ
に
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
バ
ー
ク
の
「
啓
蒙
哲
学
批
判
」
と
、
そ
の
有
機
体
思
想
な
ら
び
に
歴
史
に
お
け
る
「
連
続
性
」
の
理
念
と
と
も
に
、
解
放
戦
争
以
後
の
ド
イ
ツ

思
想
に
与
え
た
も
う
一
つ
の
政
治
原
則
は
、
そ
の
「
イ
ギ
リ
ス
憲
法
体
制
」
へ
の
賛
美
の
思
想
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
、

バ
ー
ク
の
「
考
察
」
を
ド
イ
ッ
に
普
及
す
る
に
功
の
あ
つ
た
ゲ
ン
ツ
は
、
　
「
バ
ー
ク
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
い
て
、
た
だ
フ
ラ
ン
ス
の
み
を
見

た
の
で
は
な
く
、
幸
運
な
憲
法
を
保
持
す
る
イ
ギ
リ
ス
が
、
そ
の
根
底
に
お
い
て
震
憾
さ
れ
た
の
を
見
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
恐
る
べ
ぎ
震
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
全
体
的
な
破
壊
と
に
よ
つ
て
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
諸
国
家
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
パ
ー
ク
の
保
守
す
べ
き

イ
ギ
リ
ス
憲
法
は
、
そ
れ
が
幾
多
の
政
治
経
験
が
統
合
さ
れ
、
か
つ
ま
た
伝
統
的
な
連
続
性
の
理
念
に
よ
つ
て
底
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

国
家
体
制
を
維
持
す
る
た
め
の
価
値
あ
る
基
準
と
も
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
パ
ー
ク
は
「
わ
れ
わ
れ
の
政
治
制
度
は
ま
さ
し
く
世
界
の
秩
序
と

合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
い
、
そ
の
ゆ
え
に
、
「
各
国
の
哲
学
者
た
ち
の
思
索
の
対
象
と
も
な
り
う
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
が
、

こ
の
バ
ー
ク
の
イ
ギ
リ
ス
憲
法
観
が
、
解
放
戦
争
時
代
の
ド
イ
ッ
国
家
学
に
与
え
た
影
響
は
ま
た
看
過
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ド

イ
ッ
帝
国
や
諸
州
の
再
建
に
当
つ
て
、
こ
の
バ
ー
ク
の
憲
法
観
と
政
治
原
則
が
、
ド
イ
ッ
国
家
学
や
国
法
学
（
労
い
望
魯
一
」
・
ρ
望
巨
宏
9
ε
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

学
問
的
性
格
を
か
な
り
な
程
度
に
規
定
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

（
1
）
　
K
・
マ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
れ
ば
「
自
由
戦
争
と
そ
れ
に
つ
づ
く
王
政
復
古
の
時
代
は
、
ド
イ
ッ
的
思
考
の
性
格
に
と
つ
て
決
定
的
な
も
の
で
あ
つ
た
。
『
ド
イ
ツ
的
思
考
』
は
、
一

九
世
紀
以
来
ロ
マ
ン
主
義
的
で
あ
り
、
歴
史
主
義
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
こ
の
国
に
生
れ
た
固
有
の
反
対
で
す
ら
、
な
お
そ
れ
か
ら
脱
し
切
れ
な
い
ほ
ど
に
ま
で
根
深
い
も
の
で
あ

　
る
。
ハ
イ
ネ
は
p
マ
ン
派
の
敵
対
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
・
マ
ン
主
義
的
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
は
歴
史
学
派
の
敵
対
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
歴
史
主
義
的
で
あ
る
等
々
。
』

　と

述
べ
て
い
る
。
　
（
前
掲
書
一
二
八
頁
）
な
お
、
C
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
　
「
・
マ
ン
主
義
的
な
要
素
は
バ
ー
ク
の
政
治
的
見
解
に
と
つ
て
決
定
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
バ
ー

　
ク
の
ロ
マ
ン
主
義
的
な
要
素
は
、
ロ
マ
ン
主
義
者
に
大
き
な
感
銘
を
与
え
、
そ
の
こ
と
に
よ
つ
て
β
マ
ン
主
義
者
が
保
守
主
義
的
な
理
念
を
受
け
入
れ
る
に
つ
い
て
の
橋
渡
し
を
も



し
た
の
で
あ
る
。
」
（
前
掲
書
五
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
バ
ー
ク
と
ゲ
ン
ツ
の
関
連
に
つ
い
て
些
男
①
ぢ
ぎ
匡
》
ユ
ρ
霞
暮
o
q

O
巽
ヨ
勢
昌
ざ
時
o
ヨ
嵩
o
o
㊤
ε
屋
一
μ
■
8
3
P
一
〇
8
。
℃
P
謡
一
1
8
㎝
に
お
い
て
詳
論
さ
れ
て
あ
る
。

（（（（（（765432））））））

9
℃
o
嵩
二
3
一
↓
『
o
仁
臓
は

ぎ

　
を
自
明
の
事
柄
と
し
た
の
で
あ
る
が

襲
貴
族
」

機
能
を
果
し
う
る
支
配
階
層
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

（
8
）
｝
目
巳
一
〇
ン
聾
勲
ρ
ω
ω
。
8
S
8
0
0
甲
な
お
、
国
↓
8
9
＄
o
F
U
R
田
9
0
吋
訪
旨
冨
琶
島
8
ぎ
o
零
o
乞
Φ
目
P
O
Φ
器
B
ヨ
巴
5
ω
9
ユ
津
①
P
o。
】
W
き
9

目
自
ぴ
一
ロ
鵯
P
お
園
ψ
8
S
ト
レ
ル
チ
は
「
ミ
ュ
ラ
ー
が
具
体
的
に
非
常
に
保
守
的
な
中
世
的
“
等
族
的
に
着
色
さ
れ
、
同
時
に
近
代
の
現
実
政
策
的
”
国
民
的
に
沈
思
さ
れ

　
た
国
家
論
に
到
達
す
る
の
は
特
別
の
事
情
と
い
え
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
9
）
　
男
く
9
0
Φ
暮
却
鉾
騨
ρ
霞
巳
①
一
葺
p
磯
お
よ
び
、
刃
》
ユ
ω
し
三
“
℃
P
N
認
ー
N
鯉
参
照
。

（
1
0
）
　
国
。
ω
”
昌
F
勲
四
。
○
。
ω
●
醤
．

訪
α
鎚
旨
匡
巳
一
Φ
ぴ
∪
坤
Φ
国
一
Φ
e
Φ
暮
①
（
一
Φ
壁
ω
鼠
讐
巴
塗
ロ
ω
“
一
旨
N
切
鋤
昌
α
一
●
ω
．
N
φ

国
●
ω
＝
層
屏
①
し
げ
己
‘
℃
P
ω
oo
b
o
ー
ω
oo
ω
●

閏
．
切
＝
『
屏
o
し
三
α
‘
℃
や
一
〇〇
ω
1
一
鍾
．

閏
。
ω
餌
旨
F
鉾
勲
ρ
ω
・
埼
．

国
畦
一
田
＝
Φ
ぼ
き
α
。
国
ロ
α
q
訂
ロ
α
一
ヨ
一
〇
。
藁
替
旨
以
p
α
①
拝
ぽ
閏
き
ω
ω
貝
9
も
’
”
．
ρ
ω
藁
oo

バ
ー
ク
は
、
　
コ
定
の
量
の
権
力
は
常
に
共
同
社
会
の
な
か
に
、
誰
か
の
手
中
に
、
何
ら
か
の
名
称
で
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
考
察
）
と
し
、
統
治
者
集
団
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
そ
の
際
、
彼
に
お
い
て
は
、
「
貴
族
」
を
以
て
そ
の
責
務
を
果
す
有
資
格
者
と
み
た
。
し
か
し
、
彼
は
い
わ
ゆ
る
「
称
号
貴
族
」
と
か
、
「
世

　
　
の
み
を
、
そ
の
適
任
者
と
み
た
の
で
は
な
く
、
カ
リ
ス
マ
性
に
よ
つ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
う
る
者
を
「
自
然
の
貴
族
」
と
称
し
、
統
合
の
機
能
と
秩
序
維
持
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
バ
ー
ク
の
思
想
の
p
ー
マ
ン
化

　
以
上
に
お
い
て
、
バ
ー
ク
の
「
考
察
」
に
お
け
る
政
治
思
想
が
、
ド
イ
ッ
に
お
け
る
政
治
的
・
ー
マ
ン
主
義
の
形
成
に
対
し
て
か
な
り
な
程
度

の
影
響
力
を
行
使
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
最
後
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
バ
ー
ク
の
保
守
主
義
思
想
の
本
質
と
、
ド
イ
ッ
の
政
治
的
ロ
ー
マ
ン
主
義
と
の
間
に
お
け
る
異
質
性

に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
バ
ー
ク
に
お
け
る
保
守
主
義
の
理
念
は
、
ま
ず
第
一
に
い
わ
ゆ
る
園
Φ
ω
＄
弩
緯
一
8

を
意
味
し
て
い
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
ま
た
、
バ
ー
ク
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
維
持
し
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
と
し
た
政
治
的
、
社
会
的
秩
序
は
一
九
世
紀
初
め
の
ド
イ
ッ
の
状

　
　
　
E
・
バ
ー
ク
と
ド
イ
ッ
・
ロ
ー
マ
ン
主
義
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
（
二
一
二
）



　
　
　
E
・
バ
ー
ク
と
ド
イ
ッ
・
ロ
ー
マ
ン
主
義
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
　
（
二
二
二
）

況
と
比
較
す
れ
ば
、
よ
り
近
代
的
で
あ
り
市
民
社
会
が
定
着
し
て
い
た
状
況
に
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
下
院
に
代
表
さ
れ
る
代
議
制
度

と
か
、
責
任
内
閣
制
や
出
版
の
自
由
、
ま
た
は
請
願
権
と
い
う
よ
う
な
近
代
自
由
主
義
の
諸
制
度
は
、
当
時
の
ド
イ
ッ
諸
州
に
お
い
て
は
一
般
化

さ
れ
て
い
な
い
情
勢
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
バ
ー
ク
の
保
守
主
義
が
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
社
会
に
適
用
さ
れ
た
場
合
と
、
ド
イ
ッ
に
受
容
さ
れ
た

場
合
と
で
は
、
そ
こ
に
大
き
な
相
違
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
「
ド
イ
ツ
の
歴
史
に
お
い
て
か
つ
て
人
々
が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ

う
な
、
あ
る
い
は
模
倣
す
る
こ
と
も
な
い
よ
う
な
動
向
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
以
前
に
行
わ
れ
た
革
命
に
参
加
す
る
こ
と
な
く
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
復
古
（
寄
の
富
琴
慧
8
）
の
動
き
に
参
加
し
て
い
る
。
」
と
、
そ
の
「
へ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
」
に
指
摘
し
た
状
況
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
パ
ー
ク
の
保
守
主
義
は
、
ド
イ
ッ
・
β
ー
マ
ン
派
の
政
治
思
想
家
た
ち
に
よ
つ
て
、
中
世
の
封
建
制
度
や
身
分
的

階
層
制
の
再
生
の
要
求
に
変
え
ら
れ
た
り
、
統
一
的
キ
リ
ス
ト
教
国
家
理
念
の
賛
美
に
変
容
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
カ
ー
ル
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
　
「
政
治
的
・
マ
ン
主
義
は
知
的
な
材
料
で
身
を
飾
る
が
、
こ
の
材
料
は
手
を
加
え
ら
れ
た
上
で
し
か
政
治
的
・
マ
ン
主
義
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

取
上
げ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
い
。
」
の
で
あ
つ
て
、
す
な
わ
ち
、
「
ア
ダ
ム
・
、
・
・
ユ
ラ
ー
は
事
実
バ
ー
ク
を
ゲ
ー
テ
と
な
ら
ぺ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
あ

る
い
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
ロ
マ
ン
的
人
物
と
な
る
…
…
。
し
か
し
ロ
マ
ソ
主
義
化
が
も
つ
と
成
功
す
る
の
は
「
理
念
」
を
相
手
に
す
る
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ソ
テ
ィ
テ
ー
ゼ

つ
ま
り
す
で
に
思
想
的
な
構
成
と
な
つ
て
存
在
し
て
い
る
材
料
を
相
手
に
す
る
場
合
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
の
材
料
を
反
立
的
に
ひ
つ
く
り
か
え
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
反
対
の
も
の
に
し
、
他
の
材
料
と
結
び
つ
け
、
効
果
的
に
様
式
化
し
、
あ
る
い
は
ま
た
同
じ
よ
う
な
や
り
か
た
で
ロ
マ
y
的
に
変
え
る
。
」
の

で
あ
る
と
い
う
が
、
ま
さ
に
ド
イ
ッ
・
・
ー
マ
ン
派
の
思
想
家
た
ち
は
、
バ
ー
ク
の
自
由
主
義
的
保
守
主
義
を
、
牽
強
附
会
に
自
己
の
陣
営
の
復

古
思
潮
に
効
果
的
に
様
式
化
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
カ
ル
・
・
ア
ン
ト
ー
二
（
O
毘
。
》
導
8
一
）
は
、
「
バ
ー
ク
は
革
命
精
神
に
反
対
す
る
恐
る

べ
き
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
あ
の
主
題
を
こ
と
ご
と
く
要
約
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
革
命
へ
の
通
路
を
ふ
さ
ぎ
、
呆
然
自
失
す
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
反
動
勢
力
の
た
め
に
、
や
が
て
王
政
復
古
の
時
代
だ
け
で
な
く
十
九
世
紀
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
の
世
紀
を
通
じ
て
ヨ
ー
・
ッ
パ
文
化
が
わ
が
も

の
と
す
る
で
あ
ろ
う
あ
の
論
拠
（
歴
史
主
義
…
．
－
筆
者
註
）
を
、
提
供
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
陸
、
な
か
で
も
・
マ
ン
主
義
的
な
ド
イ
ッ



で
は
、
こ
れ
ら
の
主
題
は
病
的
な
昂
進
を
み
せ
て
、
歴
史
の
隠
秘
的
な
一
種
の
偶
像
礼
拝
に
ま
で
な
る
の
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
歴
史
の
感
覚

は
、
人
問
の
創
意
と
善
き
意
志
、
人
間
に
固
有
な
自
由
の
精
神
と
い
つ
た
も
の
の
働
き
に
ほ
か
な
ら
ぬ
自
発
的
な
発
展
や
進
歩
の
感
覚
な
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

つ
て
、
そ
れ
故
そ
の
感
覚
は
自
由
主
義
に
通
じ
て
い
る
。
」
と
歴
史
主
義
の
比
較
研
究
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
一
六
四
九
年
と
一
六
八
八
年
の
二
つ
の
革
命
を
経
由
し
、
ロ
ッ
ク
や
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
の
自
由
主
義
の
原
理
を
間
接
的
に
基
礎

と
し
て
い
る
バ
ー
ク
の
政
治
思
想
は
、
ド
イ
ッ
的
基
盤
に
お
い
て
は
変
質
し
て
し
ま
い
、
い
わ
ゆ
る
「
ド
イ
ツ
的
思
考
」
の
養
分
と
し
て
吸
収
さ

れ
た
も
の
と
い
え
る
。

　
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
、
ミ
ュ
ラ
ー
、
ゲ
ン
ツ
等
の
ド
イ
ッ
・
ロ
ー
マ
ン
主
義
者
た
ち
は
、
復
古
運
動
の
思
潮
に
身
を
投
じ
な
が
ら
、
初
期
に
お
け
る

バ
ー
ク
ヘ
の
熱
狂
は
次
第
に
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
国
家
哲
学
、
な
か
で
も
神
政
論
の
復
興
を
求
め
る
ボ
ナ
ー
ル
や
ド
ゥ
・
メ
ー
ス
ト
ル
の
思
想
へ
の

共
鳴
に
か
わ
つ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
神
政
論
思
想
は
、
バ
ー
ク
に
お
い
て
は
皆
無
で
あ
つ
た
と
い
つ
て
よ
い
。
確
か
に
バ
ー
ク
は
、

神
の
存
在
を
「
瞬
Φ
緯
ヨ
器
8
び
き
9
9
帥
昌
α
8
⊆
＆
雲
9
0
0
0
9
0
蔓
」
と
称
し
た
が
、
パ
ー
ク
に
お
い
て
は
そ
れ
は
、
社
会
が
持
続
し
て
ゆ

く
上
に
お
い
て
、
も
の
ご
と
に
本
来
そ
な
わ
つ
て
い
る
条
件
を
満
た
し
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
バ
ー
ク
は
理
性
の
女
神
の
信
仰
に
対
置
さ
せ
る
の
に
、
歴
史
に
対
す
る
一
種
の
宗
教
的
感
覚
を
も
つ
て
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
歴

史
に
は
摂
理
が
働
く
と
み
て
い
た
の
で
あ
つ
て
、
し
か
も
そ
の
摂
理
と
い
う
の
は
人
間
や
人
間
の
利
害
、
行
動
を
通
じ
て
内
側
か
ら
働
き
か
け
、

個
々
人
の
計
画
的
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
知
恵
を
う
わ
ま
わ
る
優
れ
た
知
恵
を
も
と
に
恒
久
的
な
諸
制
度
を
創
造
す
る
と
い
う
の
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ

が
、
ド
イ
ッ
・
ロ
ー
マ
ン
主
義
に
お
い
て
は
、
歴
史
の
連
続
性
、
そ
の
発
展
性
に
対
す
る
バ
ー
ク
の
感
覚
は
、
あ
た
か
も
人
間
の
意
図
や
意
志
を

超
え
た
最
高
存
在
そ
の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
歴
史
の
宗
教
、
歴
史
の
信
仰
に
変
容
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
パ
ー
ク
の
歴
史
観
、
そ
の
連

続
性
の
理
念
は
国
民
生
活
に
対
す
る
個
人
の
責
任
に
つ
い
て
の
感
覚
な
の
で
あ
っ
た
。
国
民
生
活
は
、
過
去
と
未
来
を
結
合
し
、
具
体
的
な
、
規

律
あ
る
自
由
の
保
証
を
つ
く
り
だ
す
各
種
の
連
帯
の
な
か
で
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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バ
ー
ク
が
そ
の
「
考
察
」
に
お
い
て
示
し
た
情
熱
は
、
政
治
的
責
任
を
自
覚
し
な
い
抽
象
的
合
理
主
義
の
見
解
に
対
す
る
嫌
悪
と
侮
蔑
に
よ
つ

て
駆
り
た
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
革
命
論
者
た
ち
の
言
動
は
、
デ
マ
ゴ
ー
グ
や
独
裁
者
の
支
配
に
変
貌
す
る
こ
と
の
危
険
性
に
対
し

て
で
あ
つ
た
。
こ
の
時
代
に
、
バ
ー
ク
は
議
会
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
ヵ
植
民
地
の
要
求
を
擁
護
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
的
伝
統
に
か
な
う
彼
ら

の
立
憲
的
合
法
性
を
論
証
し
さ
え
し
た
の
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
パ
ー
ク
に
お
け
る
歴
史
と
伝
統
と
宗
教
に
対
す
る
訴
え
は
、
常
に
自
由
の
目

的
に
従
属
す
る
立
場
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
稿
を
閉
じ
る
に
あ
た
つ
て
最
後
に
シ
ュ
、
、
、
ッ
ト
の
次
の
言
葉
を
引
用
し
て

お
こ
う
と
思
う
。

　
す
な
わ
ち
、
　
「
ノ
ヴ
ア
ー
リ
ス
が
バ
ー
ク
に
つ
い
て
、
こ
の
男
は
革
命
に
反
対
す
る
『
革
命
的
な
』
本
を
書
い
た
と
言
つ
た
と
ぎ
、
β
マ
ン
主

義
者
の
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
、
そ
し
て
ま
た
ミ
ュ
ラ
ー
の
感
じ
た
印
象
が
的
確
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
革
命
的
と
い
う
こ

と
は
当
時
は
ま
だ
・
マ
ン
主
義
的
と
同
義
だ
つ
た
が
、
反
革
命
的
も
ま
た
・
マ
ン
主
義
的
で
あ
り
得
た
の
だ
。
つ
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
な
か

に
も
バ
ー
ク
の
す
ば
ら
し
い
パ
ト
ス
と
激
し
い
気
質
の
な
か
に
も
、
美
的
歎
賞
と
模
倣
へ
の
刺
戟
を
見
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
バ
ー
ク
の
場
合

に
問
題
に
な
つ
て
い
る
事
柄
、
彼
の
歴
史
的
感
覚
、
国
民
共
同
体
へ
の
感
情
、
無
理
な
『
作
為
』
に
対
す
る
嫌
悪
、
彼
に
お
け
る
歴
史
的
か
つ
政
治
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4
）

的
な
も
の
の
す
べ
て
が
別
の
圏
へ
移
さ
れ
、
ロ
マ
ン
主
義
化
さ
れ
る
。
」
と
・
ー
マ
ン
主
義
の
機
会
原
因
論
的
構
造
（
○
。
。
四
。
一
。
ロ
即
一
一
．
目
ロ
．
）
を
指
摘

し
、
パ
ー
ク
と
ド
イ
ッ
の
政
治
的
ロ
ー
マ
ン
主
義
と
の
思
想
的
関
連
を
見
事
に
捌
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ー
ク
の
思
想
の
中
核
を
形
成
し

て
い
る
現
実
主
義
の
政
治
思
想
は
、
そ
れ
が
ロ
ー
マ
ン
化
の
対
象
と
し
て
不
適
当
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ド
イ
ッ
．
ロ
ー
マ
ン
主
義
に
お
い
て
は
す

べ
て
捨
象
さ
れ
て
し
ま
つ
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

　
（
1
）
O
碧
一
ω
9
ヨ
一
拝
勺
o
犀
冒
9
①
閑
o
ヨ
目
江
ぎ
ご
謡
ω
①
忌
目
（
大
久
保
和
郎
訳
「
政
治
的
ロ
マ
ン
主
義
」
一
六
三
頁
）

　
（
2
）
　
同
書
、
一
六
六
頁
。

　
（
3
）
O
鴛
ざ
》
暮
o
巳
・
い
o
ω
8
二
9
ω
B
P
国
＆
旦
o
巳
国
”
α
δ
犀
巴
壁
轟
し
霧
S
（
新
井
慎
一
訳
「
歴
史
主
義
」
二
一
頁
）

　
（
4
）
　
前
掲
書
一
六
五
頁
。


